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必ずお読みください

取扱い上のご注意
■本製品を正しく安全に使用するために

・本書では製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説明しています。必
ずご使用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。

・本書は読み終わった後も、必ずいつでも見られる場所に保管しておいてください。

■表示について

・この「取扱い上のご注意」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意
事項を説明しています。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

注意

警告
この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が死
亡または重傷を負う危険性がある項目です。

三角のマークは何かに注意しなければならないことを
意味します。三角の中には注意する項目が絵などで表
示されます。例えば、左図のマークは感電に注意しな
ければならないことを意味します。

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。
丸の中には禁止する項目が絵などで表示されます。例
えば、左図のマークは分解を禁止することを意味しま
す。

塗りつぶしの丸のマークは何かの行為を行なわなけれ
ばならないことを意味します。丸の中には行なわなけ
ればならない行為が絵などで表示されます。例えば、左
図のマークは電源コードをコンセントから抜かなけれ
ばならないことを意味します。

この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が障
害を負う危険性、もしくは物的損害を負う危険性があ
る項目です。



- 2 -

警告

●万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに
ACアダプタをコンセントから抜いて販
売店にご相談ください。

●異物を入れないでください。
本体内部に金属類を差し込まないでくだ
さい。また、水などの液体が入らないよ
うに注意してください。故障、感電、火
災の原因となります。

※万一異物が入った場合は、ただちに電源
を切り販売店にご相談ください。

●分解しないでください。
ケースは絶対に分解しないでください。
感電の危険があります。分解の必要が生
じた場合は販売店にご相談ください。

●正しい電源で
使用してください。

ACアダプタは必ず本製品付属のものを
使用し、AC100Vのコンセントに接続し
てください。

●ACアダプタのコードを大切に。
ACアダプタのコードは破損しないよう
に十分ご注意ください。コード部分を
持って抜き差ししたり、コードの上にも
のを乗せると、被服が破れて感電／火災
の原因となります。
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●ACアダプタはなるべくコンセントに直
接接続してください。タコ足配線や何本
も延長したテーブルタップの使用は火災
の原因となります。

●ACアダプタのコードは必ず伸ばした状
態で使用してください。束ねた状態で使
用すると、過熱による火災の原因となり
ます。

●通風孔はふさがないでください。過熱に
よる火災、故障の原因となります。

●高温・多湿の場所、長時間直射日光の当
たる場所での使用・保管は避けてくださ
い。また、周辺の温度変化が激しいと内
部結露によって誤動作する場合がありま
す。

●本体は精密な電子機器のため、衝撃や振
動の加わる場所、または加わりやすい場
所での使用／保管は避けてください。

注意
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●本体が汚れた場合は必ず電源を切ってか
ら、柔らかい布に水または中性洗剤を含
ませ軽くふいてください。（本体内に垂
れ落ちるほど含ませないよう気をつけて
ください。）揮発性の薬品（ベンジン・シ
ンナーなど）を用いますと、変形・変色
の原因になる事があります。

●本製品を長期間使用しない場合は、AC
アダプタをコンセントから抜いておいて
ください。

注意
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＊MS®、Windows ®は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国での登録商標です。
Macintosh、Mac OS、FireWireは米国アップルコンピュータ社の登録商標です。i.LINKはソニー
株式会社の商標です。本書に記載されているパソコンの機種名等は各社の商標または登録商標で
す。

付属品の確認

○MOユニット .................................................................................................１台
○ACアダプタ .................................................................................................１個
○ IEEE1394ケーブル（６ピン－６ピン）...................................................１本
○ IEEE1394ケーブル（６ピン－４ピン）...................................................１本
○縦置き用スタンド ............................................................................... １セット
○横置き用ゴム足 .................................................................................... １セット
○「LogitecWare」CD-ROM ...........................................................................１枚
○保証書／ユーザー登録カード ....................................................................１枚
○MOユニット・ユーザーズマニュアル ....................................................本書

※本製品は精密電子機器です。輸送の際には必ず付属の梱包材をご使用く
ださい。
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ごあいさつ
　この度は弊社製品をお買い上げいただきまして、誠に有り難うございました。本書は製

品に関する設定／接続方法、機能／仕様等についてのご説明をいたしますので、ご使用前

に必ずご一読いただきますようお願いいたします。

　弊社製品によって、お客様のパソコン環境がより便利なものとなりますよう心からお祈

りいたします。

ご注意

①本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。

②本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございました

ら、弊社テクニカルサポートまでご連絡くださいますようお願いいたします。

③本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につきまして

は、②項に関わらず弊社ではいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了

承ください。

④本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作成し

た時点で確認されている情報です。本書作成後の最新情報については、弊社テク

ニカルサポートまでお問い合わせください。

⑤本製品の仕様、デザイン及びマニュアルの内容については、製品改良などのため

に予告なく変更する場合があります。

⑥本製品に保存したデータが、ハードウェアの故障、誤動作、その他どのような理

由によって破壊された場合でも、弊社での保証はいたしかねます。万一に備え

て、重要なデータはあらかじめバックアップするようにお願いいたします。

⑦弊社は、本製品の仕様がお客様の特定の目的に適合することを保証するものでは

ありません。

⑧本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設

備や機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等

は考慮されていません。これらの設備や機器で本製品を使用したことにより人身

事故や財産損害等が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

⑨本製品は日本国内仕様ですので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社では

いかなる責任も負いかねます。また、弊社では海外での（海外に対してを含む）

サービスおよび技術サポートを行っておりません。
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1

第１章　製品のご紹介

１．１　製品の特徴

　本製品は IEEE1394対応のMOユニットです。

第１章　製品のご紹介

■本製品の特徴

○世界標準の ISO規格に準拠するMOメディアを使用できます。（使用可
能なMOメディアの容量やタイプについては、11ページをご参照くだ
さい。）MOメディアの判別は自動判別で行なわれます。

○インターフェースとして採用している IEEE1394は、最大データ転送速
度 400Mbps（理論値）を誇る高速インターフェースです。
　また、ターミネータや IDナンバーの設定が不要ですので、手軽に接続
することができます。

○本製品のようなIEEE1394機器はホットプラグをサポートしていますか
ら、パソコン本体の電源がONになっている状態でも接続／取り外しを
行うことができます。

○ IEEE1394（６ピン）コネクタを２個実装しているため、IEEE1394機器
の増設も可能です。

○美しさ、強さ、放熱性を兼ね備えた一体型アルミボディを採用していま
す。放熱性能の向上により、さらに安定したパフォーマンスが実現され
ています。

○コンパクトで設置に場所を取りません。設置方向は縦置き／横置きのど
ちらも可能です。

○７色の交換可能なカラープレートが付属しています。パソコン本体と同
系色のカラープレートでコーディネートすることが可能です。

参考

アルミボディは熱の伝導性が高いため、本製品の動作中にボディ表面に触
れると熱く感じる場合がありますが、これは異常ではありません。
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1

１．１　製品の特徴

■対応パソコンについて

■対応OSについて
　本製品は以下のOSで使用することができます。すべて日本語OSのみ
に限定されます。また、パソコン本体が対応していないOSでは使用する
ことができません。

ご注意

・本製品はセルフパワー（ACアダプタを使用）で動作します。バスパワー
（IEEE1394ポートからの電源供給）では動作しません。
・本製品はスリープモード、サスペンドモードなどのような省電力モード
には対応していません。

・IEEE1394はメーカーによって「FireWire」、もしくは「i.LINK」などと
呼ばれることがありますが、すべて同じものをさします。本書の中では
「IEEE1394」で呼称を統一します。

　本製品はパソコン本体に接続して使用することができます。すべて
IEEE1394ポートを標準搭載しているか、IEEE1394インターフェースボー
ドを接続可能な機種に限定されます。

各社 DOS/Vパソコン
日本電気株式会社 PC98-NXシリーズ
アップルコンピュータ社

iMac （Early 2001）、iMac DV
Power Mac G4
Power Macintosh G3（Blue and White）
iBook（Dual USB）、iBook（FireWire）
PowerBook （FireWire)
PowerBook G4

マイクロソフト株式会社
Windows XP HomeEdition/Professional
Windows Me
Windows 98 Second Edition（*1）
Windows 2000 Professional

　
アップルコンピュータ社

Mac OS 8.6～Mac OS 9.2.2（FireWire 2.0以降）（*2）
Mac OS X 10.0.4以降

*1　IEEE1394 アップデータ　要導入（「２．１　IEEE1394ドライバのアップデート」 参照）
*2　Mac OS 9以降で FireWire 2.3.3以上を導入した環境を推奨
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1

第１章　製品のご紹介

ご注意

本製品をWindows 95や Second EditionでないWindows 98で使用する
ことはできません。

■機種と使用可能なメディアについて

　本製品には以下のような機種がラインアップされています。

型番が「LMO-A6」で始まる機種 ........... 640MB対応の機種です。
型番が「LMO-A13」で始まる機種 ........ 1.3GB対応の機種です。

　それぞれの機種では、下表で○のついたMOメディアを使用することが
できます。

標準＝標準タイプ OW＝オーバーライトタイプ

○ =使用可能 ×＝使用不可
－＝このタイプは現在発売されていません。

640MB対応の機種 1.3GB対応の機種

128MB
標準 ○ ○

OW －

230MB
標準 ○ ○

OW ○ ○

540MB
標準 ○ ○

OW ○ ○

640MB
標準 ○ ○

OW ○ ○

1.3GB
標準 × ○

OW －
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1

１．２　各部の名称と機能

②イジェクトボタン
　（アクセス表示ランプ）

④メディア挿入口

①電源表示ランプ（内部）
本製品の電源がONになると内部のランプが点灯します。

②イジェクトボタン（アクセス表示ランプ）
パソコン本体のOSが起動していないときに、MOメディアを取
り出したい場合に使用します。また、このボタンにはアクセス表
示ランプの機能もあり、本製品にセットされたMOメディアにア
クセスが行われると内部のランプが点滅します。

③強制イジェクトホール
何かの原因でイジェクトボタンを押してもMOメディアが取り出
せなくなったときに使用します。詳細については第５章の「５．
１　トラブルシューティング」をご参照ください。

④メディア挿入口
MOメディアをセットする部分です。

■本製品前面

③強制イジェクトホール

①電源表示ランプ（内部）
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第１章　製品のご紹介

⑥ IEEE1394コネクタ１

⑦ IEEE1394コネクタ２

⑤電源スイッチ
本製品の電源をON/OFFします。

⑥ IEEE1394コネクタ１
⑦ IEEE1394コネクタ２

どちらか片方を、付属の IEEE1394ケーブルでパソコン本体の
IEEE1394ポートと接続します。パソコン本体との接続に使用し
なかったコネクタは、IEEE1394機器を増設するときに使用しま
す。

⑧電源コネクタ
付属の A C アダプタのプラグを接続します。A C アダプタは
AC100Vのコンセントに接続します。

⑨アース端子
太くて短い導線などで、パソコン本体のフレームグランド端子と
接続すると、静電気などの外部ノイズに対して強くなります。

■本製品背面

⑤電源スイッチ

⑧電源コネクタ

⑨アース端子
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バス 備考

LHA-1394

PCI
インターフェースボード単体

LHA-1394L

LVC-MG2 ビデオ活用キット

１．３　接続の前に

■ IEEE1394インターフェースボードの接続

　パソコン本体に IEEE1394ポートが
ない場合は、別売のIEEE1394インター
フェースボード（PCIバス用 IEEE1394
インターフェースボード、もしくは
CardBus対応IEEE1394インターフェー
スカード）が必要になります。
　この場合、本製品の接続を行う前に
IEEE1394インターフェースボードの
マニュアルにしたがって、接続やドラ
イバのインストール等を行っておいて
ください。（本書の第２章以下はすべ
てこれらの作業が終了していることを
前提としています。）

PCIバス用 IEEE1394インターフェースボード

CardBus対応 IEEE1394インターフェースカード

バス 備考

LPM-CB1394
CardBus

インターフェースボード単体

LVC-MG2/CB ビデオ活用キット

　IEEE1394インターフェースボードは、以下の型番で弊社から発売され
ているものを推奨します。
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第１章　製品のご紹介

■設置方向について

　本製品は縦置き、横置きのどちらでも設置できますが、それぞれ以下の
ような方向で設置してください。

←縦置きの場合

↑横置きの場合

　縦置きの場合は付属の「縦置き用スタンド」をご使用ください。また、
横置きの場合は付属の「横置き用ゴム足」を底面に貼付してください。

縦置き用スタンド

横置き用ゴム足

上図は底面を上にするため、通常
の設置方向と逆になっています。
ご注意ください。
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この部分を
確認

２．１　IEEE1394ドライバのアップデート

　Windows 98 Second Editionには IEEE1394ドライバが標準添付されて
いますが、このドライバに対してはマイクロソフト株式会社からアップ
デートファイルが供給されています。このアップデートを行うことによっ
て、IEEE1394機器の安定性とパフォーマンスが向上します。
　マイクロソフト株式会社のご厚意により、このアップデートファイルは
付属の「LogitecWare」CD-ROMに収録されています。そのため、Windows
98 Second Editionをご使用の場合、以降の作業を行う前に、CD-ROMの
以下のフォルダに保存された説明ファイル「README.HTML」をご熟読
の上、実行ファイル「242975JPN8.EXE」を実行してください。

保存フォルダ：¥DRIVERS¥MICROSOFT¥1394

説明ファイル：README.HTML （README）
実行ファイル：242975JPN8.EXE （242975JPN8）

（Windows 98 Second Editionのみ）

第２章　Windows® Me，
98 Second Editionの場合

　本章ではWindows MeおよびWindows 98 Second Editionで本製品の接
続、MOメディアのフォーマットなどを行う手順を説明します。
　ご使用のOSがWindows 98の場合、Second Editionでないと本製品を使
用することはできません。ご使用のWindows 98が Second Editionかどう
かを確認したい場合は、「コントロールパネル」→「システム」を起動し
てください。

　上記の部分に「Windows 98 Second Edition」と記載されていれば、本
製品を使用することができます。
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第２章　Windows Me，98 Second Editionの場合

２．２　接続について

　本製品の接続は以下の手順で行ってください。

ご注意

接続の際には、必ず最初に電源をONにしてください。本製品に電源が供給されてい
ない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があります。

③本製品に付属の IEEE1394ケーブルを接続し
ます。本製品に IEEE1394コネクタは２個あ
りますが、どちらを使用してもかまいませ
ん。ここで使用しないコネクタは、IEEE1394
機器の増設を行うときに使用しますが、今は
開いたままでかまいません。
　IEEE1394ケーブル（６ピン－４ピン）を使
用する場合は、６ピンのコネクタ（大きい
方）を本製品に接続してください。

AC100Vの
コンセントへ

②本製品背面の電源コネクタに付属
の ACアダプタのプラグを接続し
ます。ACアダプタはAC100Vのコ
ンセントに接続してください。
　ACアダプタの接続ができたら、本
製品の電源スイッチを ONにしま
す。

①パソコン本体の電源を ONにして、Windowsのシステムを起動してください。
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ポイント

複数の IEEE1394機器を接続したい場合は、第５章の「５．２　IEEE1394機器の増
設について」をご参照ください。

④ IEEE1394ケーブルのもう片方の
コネクタをパソコン本体の IEEE
1394ポートに接続します。

AC100Vの
コンセントへ

IEEE1394ケーブル
IEEE1394
ポート

⑤下の接続図を参考にして、全体の接続が間違っていないことを確認してください。

２．２　接続について
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第２章　Windows Me，98 Second Editionの場合

⑥接続が正常に終了すると、本製品がプラグ＆プレイで認識され、ドライバが読み
込まれます。（この部分は自動で行われるため、通常、ユーザーが行わなければな
らない作業はありません。もし、WindowsのCD-ROMを要求するウィンドウが表
示された場合は、指示にしたがって CD-ROMをセットしてください。）
　読み込みが完了したら、デスクトップ上の「マイコンピュータ」をダブルクリッ
クして開き、下のように新しい「リムーバブルディスク」のアイコンが登録され
ていることを確認してください。

　本製品にフォーマットされたMOメディアをセットして、このアイコンをダブル
クリックすると、セットしたMOメディアにアクセスすることができます。
　MOメディアのフォーマットについては、次ページをご参照ください。

本製品のアイコン
ドライブ名は異なる
可能性があります。
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　Windows Me，98 Second Editionの場合、MOメディアのフォーマット
は付属のユーティリティ「ディスクフォーマッタ」で行います。
　本製品付属の「LogitecWare」CD-ROMを CD-ROMドライブにセット
すると自動起動する「セットアップランチャー」から、「ディスクユーティ
リティ」をインストールしてください。（下図参照）

２．３　フォーマットについて

1.「ディスクユーティリティ」のアイコンを
１回クリックして、選択状態にします。

2.「セットアップの
起動」をクリック
します。

ポイント

ディスクユーティリティには「ディスクフォーマッタ」以外にも、「ディ
スクイジェクトツール」と「MO補助ドライバ」が含まれています。これ
らのユーティリティは本製品を使用する上で必要ですので、必ずインス
トールしてください。
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第２章　Windows Me，98 Second Editionの場合

　インストールが終了したら、ディスクフォーマッタはタスクバー上の
「スタート」ボタンをクリックして、「プログラム」→「Logitec」とポイ
ントし、「ディスクフォーマッタ」をクリックすることで起動できます。

　また、インストール時、デスクトップ上にショー
トカットアイコンを作成した場合は、デスクトップ
上の右のアイコンをダブルクリックしても起動する
ことができます。

　ディスクフォーマッタが起動したら、MOメディアのフォーマットを行
います。フォーマットの手順については、ディスクフォーマッタのヘルプ
メニューから「トピックの検索」を選択し、表示されるヘルプウィンドウ
で「操作方法」→「MOメディアのフォーマット」をご参照ください。
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２．４　メディアのセットと取り出し

　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

　Windows Me，98 Second Edition上で
M O メディアを取り出したい場合は、
ディスクユーティリティインストール時
にインストールされたイジェクトツール
を使用します。タスクバーの右図のアイ
コンをクリックして、表示されるメ
ニューから本製品のドライブ名を選択し
てください。

　この操作を行うと、MOメディアが1cmほど排出されますので、静かに
引き出してください。

ご注意

本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フロッ
ピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

ラ
ベ
ル
面

ご注意

本製品前面のイジェクトボタンはWindowsのシステムが起動していない
ときに使用します。Windows稼動中は使用しないでください。

このアイコンをクリック
します。
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第２章　Windows Me，98 Second Editionの場合

２．５　本製品を取り外す場合は

ポイント

ここで「d:」は本製品のドライブ名ですので、環境によって異なります。

このアイコンをクリック

この項目をクリック

Windows 98 Second Editionの場合

①本製品にMOメディアがセットされている場合は、これを取り出してく
ださい。

②本製品を接続した状態では、タスクバーのシステムトレイに以下のよう
なアイコンが表示されます。このアイコンをクリックして、表示される
メニューから、「IEEE 1394 光ディスク - ドライブ(d:)の停止」、または
「1394/USB 光ディスク - ドライブ(d:)の停止」を選択してください。

このアイコンをクリック

この項目をクリック

Windows Meの場合

　本製品はインターフェースとして IEEE1394を採用しているため、ホッ
トプラグオフ（パソコン本体の電源がONの状態での取り外し）が可能で
す。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありませ
ん。本製品を取り外す場合は、必ず以下の手順に従ってください。
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③「'IEEE 1394 光ディスク d:'デバイスをコンピュータから取り外しても
安全です」、または「'1394/USB 光ディスク d:'デバイスをコンピュー
タから取り外しても安全です」と表示されたら、OKボタンをクリック
してください。

④ IEEE1394ケーブルを外し、本製品の電源をOFFにしてください。

OKボタンをクリック

Windows Meの場合

Windows 98 Second Editionの場合

OKボタンをクリック

ご注意

本製品以外に IEEE1394機器を併用している場合は、他の IEEE1394機
器のアクセス中に本製品の取り外しを行わないでください。

２．５　本製品を取り外す場合は
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第３章　Windows XP，2000の場合

３．１　接続について

　Windows XP，2000の場合、本製品を使用するためのソフトウェアはすべて標準添
付されています。そのため、本製品を接続するとすぐに本製品を使用可能な状態に
なります。

第３章　Windows® XP，2000の場合

②本製品背面の電源コネクタに付属
の ACアダプタのプラグを接続し
ます。ACアダプタはAC100Vのコ
ンセントに接続してください。
　ACアダプタの接続ができたら、本
製品の電源スイッチを ONにしま
す。

ご注意

接続の際には、必ず最初に電源をONにしてください。本製品に電源が供給されてい
ない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があります。

AC100Vの
コンセントへ

①パソコン本体の電源を ONにして、Windows のシステムを起動し、管理者権限を
持つユーザー（例えば「コンピュータの管理者」や「Administratorsグループ」等）
としてログオンしてください。
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⑤下の接続図を参考にして、全体の接続が間違っていないことを確認してください。

ポイント

複数の IEEE1394機器を接続したい場合は、第５章の「５．２　IEEE1394機器の増
設について」をご参照ください。

AC100Vの
コンセントへ

IEEE1394ケーブル
IEEE1394
ポート

④ IEEE1394ケーブルのもう片方の
コネクタをパソコン本体の IEEE
1394ポートに接続します。

③本製品に付属の IEEE1394ケーブルを接続し
ます。本製品に IEEE1394コネクタは２個あ
りますが、どちらを使用してもかまいませ
ん。ここで使用しないコネクタは、IEEE1394
機器の増設を行うときに使用しますが、今
は開いたままでかまいません。
　IEEE1394ケーブル（６ピン－４ピン）を使
用する場合は、６ピンのコネクタ（大きい
方）を本製品に接続してください。

３．１　接続について
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第３章　Windows XP，2000の場合

⑥接続が正常に終了すると、本製品がプラグ＆プレイで認識され、ドライバが読み
込まれます。（この部分はすべて自動で行われるため、ユーザーが行わなければな
らない作業はありません。）
　読み込みが完了したら、デスクトップ上の「マイコンピュータ」をダブルクリッ
クして開き、下のように新しい「光磁気ドライブ」または「リムーバブルディス
ク」のアイコンが登録されていることを確認してください。

　本製品にフォーマットされたMOメディアをセットして、このアイコンをダブル
クリックすると、セットしたMOメディアにアクセスすることができます。
　MOメディアのフォーマットについては、次ページをご参照ください。

本製品のアイコン
ドライブ名は異なる
可能性があります。

■Windows XP の場合

■Windows 2000の場合



- 28 -

3

　Windows XP，2000の場合、MOメディアのフォーマットは付属のユー
ティリティ「MOメディアフォーマッタ」で行います。
　本製品付属の「LogitecWare」CD-ROMを CD-ROMドライブにセット
すると自動起動する「セットアップランチャー」から、「ディスクユーティ
リティ」をインストールしてください。（下図参照）

３．２　フォーマットについて

1.「ディスクユーティリティ」のアイコンを
１回クリックして、選択状態にします。

2.「セットアップの
起動」をクリック
します。

　インストールが終了したら、ディスクフォーマッタはタスクバー上の
「スタート」ボタンをクリックして、「プログラム」→「Logitec」とポイ
ントし、「MOメディアフォーマッタ」をクリックすると起動できます。
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第３章　Windows XP，2000の場合

３．３　メディアのセットと取り出し

　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

　Windows XP，2000上でMOメディア
を取り出したい場合は、「マイコン
ピュータ」に登録された本製品のアイコ
ン（リムーバブルディスクまたは光磁気
ドライブ）を右クリックして、表示され
るメニューから「取り出し」を選択して
ください。
　この操作を行うと、MOメディアが
1cmほど排出されますので、静かに引き
出してください。

ご注意

本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フロッ
ピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

ラ
ベ
ル
面

ご注意

・本製品前面のイジェクトボタンはWindowsが起動していないときに使
用します。Windows稼動中は使用しないでください。

・Windows XP，2000でMOメディアを取り出すには、管理者権限を持
つユーザー（例えば「コンピュータの管理者」や「Administratorsグルー
プ」等）としてログオンする必要があります。
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３．４　本製品を取り外す場合は

　本製品はインターフェースとして IEEE1394を採用しているため、ホッ
トプラグオフ（パソコン本体の電源がONの状態での取り外し）が可能で
す。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありませ
ん。本製品を取り外す場合は、必ず以下の手順に従ってください。

①本製品にMOメディアがセットされている場合は、これを取り出してく
ださい。

②本製品を接続した状態では、タスクバーのシステムトレイに以下のよう
なアイコンが表示されます。このアイコンをクリックして、表示される
メニューから、「LOGITEC LMO-AF IEEE 1394 SBP2 Device - ドライブ
（D:）を安全に取り外します」または「LOGITEC LMO-AF IEEE 1394

SBP2 Device - ドライブ（d:）を停止します」を選択してください。

このアイコンをクリック

この項目をクリック

ポイント

ここで「d:」はドライブ名ですので、環境によって異なります。

○Windows XPの場合

○Windows 2000の場合

このアイコンをクリック
（右の拡大図参照）

この項目をクリック

拡大図
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第３章　Windows XP，2000の場合

OKボタンをクリック

③Windows XPでは「'LOGITEC LMO-AF IEEE 1394 SBP2 Device'は安全
に取り外すことができます。」というメッセージがでましたら取り外し
可能となります。

　Windows 2000では「'LOGITEC LMO-AF IEEE 1394 SBP2 Device'は安
全に取り外すことができます」と表示されたら、OKボタンをクリック
してください。

④ IEEE1394ケーブルを外し、ACアダプタを外してください。

ご注意

本製品以外に IEEE1394機器を併用している場合は、他の IEEE1394機
器のアクセス中に本製品の取り外しを行わないでください。
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第４章　Macintosh®の場合

４．１　接続とインストール

①本製品を接続していない状態で、Macintoshのシステムを起動してください。

②「LogitecWare」CD-ROMを CD-ROMドライブにセットしてください。

④右のようなウィンドウがブラウザ
で表示されます。

③CD-ROMのウィンドウが開きます
ので、「Index.htm」と書かれたアイ
コンをダブルクリックして開いて
ください。

（Mac OS 9.2.2以前）

　本節では本製品のドライバをインストールして、本製品を接続するまでの手順を
説明します。

ポイント

Mac OS X 10.0.4以降をご使用の場合、本製品を使用するためのドライバが標準で
添付されているので、ドライバのインストール作業は必要ありません。「４．１．２
項　本製品の接続」へお進みください。

４．１．１　ドライバのインストール
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第４章　Macintoshの場合

内容を確認して、同意する場合は
「同意」をクリック

⑧注意事項等が表示されます。

内容を確認して
「続ける」をクリック

この部分をクリック

⑥ソフトウェアの一覧表が表示されたら、「B'sCrew FW」を探し、「B'sCrew FW
Installer」と書かれた部分をクリックしてください。

⑤ブラウザ左のメニューから「ソフト
ウェア」と書かれた項目をクリック
してください。

⑦インストーラが起動して、使用許
諾等が表示されます。

この項目をクリック
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⑨右のウィンドウが表示されます。

他のプログラムなどが起動
していないことを確認した
ら、「続ける」をクリック

⑪必要なファイルが転送されます。
終了すると右のウィンドウが表示
されます。

「再起動」をクリック

⑩インストールの最後にシステムが
再起動されるため、確認メッセー
ジが表示されます。

「インストール」をクリック

　システムが再起動されます。以上でドライバのインストールは終了です。再起動
が完了したら、CD-ROMを取り出しておいてください。再起動後本製品の接続を行
います。

４．１　接続とインストール
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第４章　Macintoshの場合

ご注意

接続の際には、必ず最初に電源をONにしてください。本製品に電源が供給されて
いない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があります。

AC100Vの
コンセントへ

４．１．２　本製品の接続

②本製品背面の電源コネクタに付属
の ACアダプタのプラグを接続し
ます。ACアダプタはAC100Vのコ
ンセントに接続してください。AC
アダプタの接続ができたら、本製
品の電源スイッチをONにします。

①パソコン本体の電源を ONにしてシステムを起動させてください。

③次に本製品に付属の I E E E 1 3 9 4
ケーブルを接続します。本製品に
IEEE1394コネクタは２個あります
が、どちらを使用してもかまいま
せん。ここで使用しないコネクタ
は、IEEE1394機器の増設を行うと
きに使用しますが、今は開いたま
までかまいません。
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④最後に IEEE1394ケーブルのもう
片方のコネクタをパソコン本体の
IEEE1394ポートに接続します。

⑤以上で接続とインストールは終了です。これで本製品を使用できる状態になりま
した。本製品にフォーマットされたMOメディアをセットすると、デスクトップ
上にアイコンが表示されます。このアイコンをダブルクリックするとメディアに
アクセスすることができます。
　（MOメディアのフォーマットについては、次節をご参照ください。）

参考

Mac OS Xでは本製品を接続すると自動的に認識され使用できる状態になります。

４．１　接続とインストール
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第４章　Macintoshの場合

４．２　MOメディアのフォーマット
（Mac OS 9.2.2以前）

　本章ではMac OS 8.6～ 9.2.2までのOSをご使用の場合のMOメディアの
フォーマット手順についてご説明いたします。

ご注意

Mac OS X 10.0.4 以降のOSでは、ここで説明するフォーマッタソフトB'sCrew FW
は動作しません。OS標準のDisk Utilityをご使用ください。

①本製品を接続した状態で、ドライバのインストール時に作成された「B'sCrew FW」
フォルダを開き、「B'sCrew FW」のアイコンをダブルクリックすると以下のウィン
ドウが表示されますので、ドライブを選択して「初期化」をクリックしてくださ
い。

１．ドライブを選択して、

２．「初期化」をクリック
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４．２　MOメディアのフォーマット

ポイント

「フォーマット」形式には、「Mac OS標準」と「Mac OS拡張」があります。デー
タ交換などを目的とする場合は「Mac OS標準」を、それ以外の場合は「Mac OS
拡張」をお勧めします。

Mac OS標準
従来のMacintoshシリーズでサポートされていた形式です。汎用性はありますが、
1.3GBなどの大容量のMOメディアで選択すると、保管効率が悪くなります。

Mac OS拡張
Mac OS 8.1からサポートされた形式です。大容量のMOメディアを効率よく使用す
ることができます。ただし、この形式でフォーマットすると、Mac OS8.0以前のシ
ステムではアクセスできなくなります。

このプルダウンメニューを
開き、フォーマット形式を
選択します。

②「初期化設定」ウィンドウが表示さ
れます。「パーティションタイプ」
のプルダウンメニューを開き
フォーマット形式を指定してくだ
さい。（下のポイント参照）
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第４章　Macintoshの場合

③確認のメッセージが表示されます。

フォーマットをしてもいいことを
確認したら、「OK」ボタンをクリッ
クしてください。

④フォーマットが実行され、終了後
右のメッセージが表示されます。

「OK」をクリック

⑤以上でMOメディアのフォーマットは終了です。終了すると新しいMOメディア
がデスクトップ上にマウントされます。
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　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

　Mac OS上でMOメディアを取り出したい場合は、デスクトップ上にマ
ウントされたMOメディアのアイコンをゴミ箱のアイコンに重ねてくださ
い。
　この操作を行うと、MOメディアが1cmほど排出されますので、静かに
引き出してください。

ご注意

本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フロッ
ピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

ラ
ベ
ル
面

ご注意

本製品前面のイジェクトボタンはMac OSが起動していないときに使用
します。Mac OS稼動中は使用しないでください。

４．３　メディアのセットと取り出し



- 41 -

4

第４章　Macintoshの場合

４．４　補足説明

　本製品はインターフェースとして IEEE1394を採用しているため、ホッ
トプラグオフ（パソコン本体の電源がONの状態での取り外し）が可能で
す。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありませ
ん。取り外し時には以下のような点にご注意ください。

○本製品にMOメディアがセットされているときは、取り外しは行わ
ないでください。本製品を取り外す前にMOメディアを取り出して
ください。

○パソコン本体がスリープ状態になっているときは、取り外しを行わ
ないでください。

ご注意

複数の IEEE1394機器を併用している場合、他の IEEE1394機器をアク
セスしている間は本製品の取り外しを行わないでください。

■本製品を取り外す場合は

　以下の環境において、IEEEE1394接続時に 6ピン－ 4ピンの IEEE1394
ケーブルを使用すると認識されない症状が確認されています。

　■パソコン：
　　　　　　iBook (Dual USB)シリーズ
　　　　　　　M8520J/A, M7699J/A, M7692J/A, M7698J/A

　上記のパソコンにIEEE1394接続する場合は、6ピン－6ピンのIEEE1394
ケーブルをご使用ください。6ピン－ 6ピンの IEEE1394ケーブルが入手
できない場合は、弊社テクニカルサポートへご連絡ください。
　弊社テクニカルサポートの連絡先は本マニュアル最後のページに記載さ
れていますのでそちらをご参照ください。

■ iBook (Dual USB）特有の問題
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５．１　トラブルシューティング

●本製品を接続したが認識されない。

○電源スイッチの状態、電源コードの接続、電源コードを接続したコ
ンセントの状態を確認してください。

○ケーブルの接続に接触不良などはありませんか。
○ IEEE1394インターフェースボードのドライバは正しくインストー
ルされていますか？

○本製品を IEEE1394ハブ経由で接続している場合は、パソコン
（IEEE1394インターフェースボード）の IEEE1394ポートに直接接
続して試してみてください。

○多くの IEEE1394機器を接続している場合、ケーブル長の制限、台
数の制限を超えていないかどうか確認してください。また、接続に
ループが発生していないかどうかを確認してください。これらの制
限等については「５．２　IEEE1394機器の増設について」をご参
照ください。

●Windows XP，2000で「ディスクの管理」が起動できない。

○「ディスクの管理」を起動するには、管理者権限を持つユーザー（例
えば「コンピュータの管理者」や「Administrators」グループ等）と
してログオンしていなければなりません。

●MOメディアのアクセス時にエラーが発生する。

○MOメディアは汚れていませんか？ ディスク・クリーニングを
行ってみてください。

○MOメディアの不良も考えられます。別のディスクで試してくださ
い。これで問題がなければ、エラーが発生するMOメディアのデー
タをバックアップして、再フォーマットを行ってください。
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●MOメディアに書き込みができない。

○MOメディアのライトプロテクト・ノッチがプロテクト側に設定さ
れていませんか？

ご注意

本製品の電源がONの状態では、強制イジェクトは行わないでください。

強制イジェクトホール

●MOメディアがイジェクト出来ない。

○アクセス表示ランプが点灯していないか確認してください。アクセ
ス中はイジェクトできませんので、アクセスが終了するまでお待ち
ください。
○ソフトウェアの中には、MOメディアのイジェクトを禁止するもの
があります。現在使用中のソフトウェアを終了して試してくださ
い。
○上記の項目に当てはまらない場合、一度本製品の再接続、および電
源の再投入を行って試してください。これでもだめな場合は、本製
品の電源を OFFにして、付属のイジェクトツールを強制イジェク
トホールに挿し込み、強く押してください。
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●Macintosh環境で
本製品のドライバをアンインストールしたい。

○システムフォルダの機能拡張フォルダにコピーされた以下のファイ
ルを削除してください。

B'sCrew FW Driver

●サスペンドモードから復帰できない。

○本製品はサスペンドモードなどの省電力モードをサポートしていま
せん。サスペンド機能はOFFにしてご使用ください。

●その他：弊社ホームページについて

○弊社ではインターネット上にホームページを開設しています。ホー
ムページにはソフトウェアのダウンロードコーナーや、各種製品に
関するQ&Aコーナーがあります。また、「サポート情報」では「お
問い合わせ用紙」や「修理依頼書」などが、PDF形式でダウンロー
ド可能になっていますのでご活用ください。

ホームページアドレス：http://www.logitec.co.jp/

●特定のMOメディアをアクセスできない。

○そのMOメディアはフォーマットされていますか？ 一般にMOメ
ディアは物理フォーマット済みで発売されていますが、物理フォー
マットのみではアクセスはできません。本書記載の方法でフォー
マット（論理フォーマット）を行ってください。

○MOメディアではスーパーフロッピーフォーマットの形式が一般的
ですが、ハードディスク形式やアップルコンピュータ社の
Macintoshシリーズ用にフォーマットされたディスクもあります。
異なるシステムとデータ交換を行う場合には、スーパーフロッピー
フォーマットのMOメディアを使用してください。（Macintoshシ
リーズでスーパーフロッピーフォーマットのMOメディアを使用す
るには、MacOS標準のユーティリティ「PC Exchange」が必要です。）

○そのMOメディアが本製品で使用できる容量のものかどうかを確認
してください。使用可能なMOメディアについては、「１．１　製
品の特徴」の「■機種と使用可能なMOメディア」をご参照くださ
い。

５．１　トラブルシューティング
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※本製品のMacintosh用ドライバに
関するお問い合わせについて

　本製品付属のMacintosh用ドライバ「B'sCrew FW Driver」に関するお
問い合わせは、開発元である株式会社ビー・エイチ・エーで承っています。
　お問い合わせ先は以下の通りです。お問い合わせの際には必ずB'sCrew
FW Driverのシリアルナンバーをご用意ください。

　「株式会社ビー・エイチ・エー　サポートセンター」
　TEL：06-6378-3334　FAX：06-6378-3336
　（月～金曜日　10:00～ 12:00／ 13:00～ 17:00

祝祭日および夏期／年末年始特定休業日を除く）
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５．２　IEEE1394機器の増設について

　本製品のように IEEE1394コネクタを２個装備している IEEE1394機器
は数珠つなぎ（デイジーチェーン型）に増設することができます。

　このような接続を行う場合、一本のケーブルの長さは最大 4.5mまで、
ケーブル長の合計は最大 72mまでに制限されます。また、IEEE1394機器
の台数は 16台以下（パソコン本体を含まない）に制限されます。

4.5m以下

72m以下／ 16台以下
パソコン本体

IEEE1394機器

ご注意

デイジーチェーン型に増設する場合、ホットプラグ（電源ON状態での取
り外し）を行う機器は終端に接続してください。中間の機器をホットプラ
グで取り外すと、他の機器に影響を与える場合があります。

　IEEE1394コネクタを複数装備したインターフェースボードや、IEEE
1394ハブを使用すると、接続を分岐させて「ツリー型」に増設すること
ができます。この場合も１本のケーブルは最大 4.5m以下です。接続台数
は 62台以下（パソコン本体を含まない）ですが、Windows環境ではスト
レージ機器の台数はドライブ文字の限界（A:～ Z:でシステムが使用して
いないもの）に制限されます。

パソコン本体

IEEE1394機器

IEEE1394ハブ
4.5m以下
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　また、ツリー型の場合、IEEE1394機器間で経由できるケーブルの本数
に最大 16本という制限があります。例えば下図の「機器Ａ」と「機器Ｂ」
の間には３本のケーブルが使用されています。このようにカウントしたと
きに、どの機器の間にも 16本を越えるケーブルがあってはならないとい
う制限です。

機器Ａ 機器Ｂ
１

２

３

　ツリー型の接続では接続形態が複雑になりがちですが、接続の中にルー
プ（たどっていくと元に戻ってしまうような接続）があってはいけませ
ん。

これはダメ

　また、接続の中にパソコン本体が２台以上あってはいけません。

これはダメ

どこか一本ケーブルを外せば
ループが解消されてOK！

どっちで使うのかはっきり決めてよ！



- 48 -

5

５．３　保守とその他

■メディアのクリーニング

　MOメディアは１～３カ月に１回程度、市販のクリーニングキットを使
用してクリーニングする必要があります。（使用環境／頻度によって異な
りますので、エラーが多発する場合はもう少し頻繁にクリーニングしてく
ださい。）

■レンズ・ヘッドのクリーニング

　本製品内部のレンズ・ヘッドは３カ月に１回程度、別売のレンズクリー
ニングキットを使用してクリーニングする必要があります。（使用環境／
頻度によってはもう少し頻繁にクリーニングした方がいい場合もありま
す。）クリーニングの方法についてはクリーニングキットの取扱説明書を
ご参照ください。

ロジテック株式会社　レンズクリーニングキット　「LMO-640-02」

　MOメディアにラベルを貼付する場合は、必ず指定の位置に１枚だけ
貼ってください。また、貼った後ではがれないようにMOメディアの両面
をしっかり押さえてください。（最近のラベルには再剥離可能なようにの
りが弱いものもあります。そのようなラベルはできるだけ使用しないでく
ださい。）
　不適切な位置に貼ったり、２枚貼りするとMOユニット内部でラベルが
はがれて、MOメディアがイジェクトできなくなる恐れがあります。

裏面に回る部分がはが
れやすいのでしっかり
押さえます。

斜線の部分からはみ出さないように貼ります。

■MOメディアのラベルについて
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■カラープレートを交換したい場合は

　カラープレートを取り外すには、下図のように前面側にスライドして引
き出してください。

　新しいカラープレートを取り付ける時は、溝にそってカチッとロックす
るまでスライドしてください。
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機種名 LMO-A636F LMO-A1300F

メディアタイプ 3.5型MOメディア

ディスクあたりの記憶容量 128MB/230MB
540MB/640MB

128MB/230MB
540MB/640MB
1.3GB

平均シークタイム 23ms

ディスク回転数 3600rpm 4558rpm
3214rpm

インターフェース IEEE1394-1995 P1394a

最大同期転送速度 400Mbps

キャッシュメモリ 2MB

環境条件

動作時
温　　度   10℃～35℃

相対湿度  20％～80％

保管時
温　　度   0℃～50℃

相対湿度  10％～85％

入力電圧 AC100V±10%　50/60Hz

消費電力（定格） 8.0W

外形寸法 幅×高さ×奥行き 37×123×221mm

質　量 1.2㎏

ハードウェア仕様

*1

*2

*1 対応メディアについては本書の１．１節参照。
*2 1.3GB MOメディア使用時は 3124rpm。
*3 理論値。
*4 ただし結露なきこと。
*5 ACアダプタ。
*6 ACアダプタを含む。

*3

*4

*5

*6



http://www.logitec.co.jp/
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